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殻
を
除
い
た
卵
（
液

卵
）
の
加
工
を
手
が
け
る

一
ニ
州
食
品
は
、
小
牧
工
場

で
の
殺
菌
工
程
に
ジ
ュ
ー

ル
加
熱
を
活
用
し
て
い

る
。
パ
イ
プ
内
に
電
極
を

設
け
て
通
電
し
、
そ
の
中

を
通
る
原
料
自
体
を
電
気

抵
抗
に
し
て
発
熱
さ
せ
、

菌
を
殺
す
。
生
卵
と
同
等

の
性
質
を
保
て
る
こ
の
殺

菌
法
を
用
い
た
新
商
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は
、
総
菜
や
製
菓
と
い
っ

た
液
卵
を
扱
う
食
品
業
界

で
高
評
価
を
得
て
い
る
。
流
路
を
設
置
し
て
熱
を
加

同
社
が
従
来
か
ら
利
用
え
る
た
め
、
液
卵
と
熱
源

す
る
の
は
プ
レ
ー
ト
式
殺
と
の
境
界
に
過
加
熱
が
生

菌
。
厚
さ
が
数
、
r
M程
度
じ
る
。
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ま
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狭
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空
間
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通

通
る
流
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と
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る
る
過
程
で
液
卵
に
滑
り
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液
卵
殺
菌
電
気
式
で
高
評
価

ジ、ユール加熱に期待
ず
れ
の
力
（
真
断
力
）
が
な
ど
に
こ
だ
わ
る
顧
客
は
長
は
指
摘
す
る
。
こ
う
し

か
か
る
。
そ
の
結
果
、
生
未
殺
菌
の
卵
を
要
求
す
た
相
反
す
る
市
場
の
要
望

卵
が
有
す
る
粘
り
や
塑
斗
る
。
た
だ
、
食
の
安
全
へ
を
両
立
す
る
方
策
と
し

ち
の
起
き
や
す
さ
を
失
う
の
厳
し
さ
が
増
す
中
、
て
、

2
0
1
4年
ロ
月
に
生
産
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
で
処
理
し
た
殺
菌
卵

「マ

問
題
が
あ
っ
た
。
「
未
殺
菌
の
品
は
リ
ス
ク

導
入
し
た
の
が
ジ
ュ
ー

ル

電

気
を
使
う
新
装
置

イ
ス
タ
l
エ
ッ
グ
」
を
日

こ
の
た
め
、
か
き
玉
や
と
し
て
使
わ
な
く
な
っ
て
加
熱
だ
っ
た
。
は
、

A
重
油
が
燃
料
の
従
年
夏
に
商
品
化
し
た
。
生

ス
ポ
ン
ジ
生
地
に
し
た
後
い
る
ト
た
、
一ニ
州
食
品
の
直
径
1
・
河内ン
M
の
パ
来
装
置
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
賀
卵
同
様
の
良
好
な
粘
性
と

の
粘
度
や
膨
ら
み
、
弾
力
黒
野
彰
啓
品
質
保
証
部
次
イ
プ
内
を
通
り
、
加
熱
に
用
は
同
等
だ
が
、
構
造
が
起
泡
性
に
対
し
、
「
良
い

ム
ラ
が
な
い
ジ
ュ
ー
ル
加
単
純
で
洗
浄
は
容
易
。
黒
評
価
ば
か
り
が
集
ま
る
」

熱
方
式
の
殺
菌
装
置
は
、

野
次
長
は
「
洗
い
に
く
い
と
い
う
ほ
ど
、
評
判
は
よ

過
加
熱
や
輿
断
に
よ
る
液
所
が
あ
る
と
菌
の
汚
染
源
々
だ
。
商
品
開
発
に
携
わ

卵
へ
の
損
傷
を
軽
減
。
こ
に
な
る
。
装
置
の
洗
い
や
っ
た
黒
野
次
長
は
、
実
現

れ
に
蓄
積
し
た
加
工
ノ
ウ
す
さ
は
食
品
工
場
で
は
霊
の
カ
ギ
と
な
っ
た
ジ
ュ
ー

ハ
ウ
を
加
え
、
生
卵
の
物
要
だ
」
と
解
説
す
る
。
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し
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卵
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ー
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加
熱
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の
を
し
よ
っ
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つ
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術
」

ジ
ュ
ー
ル
加
熱
方
式
の
殺
判
を
押

す

。

（

名

古

屋

・
江
刈
内
雅

菌

装

置

聞

社

は

ジ

ュ

ー

ル

加

熱

思


